































































意味 能力可能 状況可能 許可可能
意 味 解 釈
上 指 定 さ
れる「力」
指定なし ③ 能 力 主
体の力









可以 〇 × × 〇 〇
能 〇 × 〇 〇 〇
























































































































②小計 29 0.7 26 1.4








③小計 1217 31.0 411 21.6




④小計 121 3.1 51 2.7























⑦小計 132 3.4 30 1.6















Ｂ　合計（採択用例数に占める割合％） 233 5.9 85 4.5Ｃ
 非文末用法⑪従属節内での使用等（ホド・クライを除く） 549 14.0 296 15.6
⑫ホドが後接する場合 38 1.0 232 12.2
⑬クライが後接する場合 9 0.2 71 3.7
























































































































































































































































































































































高程度 低程度 適当程度 同程度10） 不定程度 概　量
くらい ○ ○ ○ ○ ○ ○ 例示・最低限の例示
ほど ○ × × ○ ○ ○














































































































































































































３） 「と言える」の前方共起条件①を「キーから 2 語以内」に設定すると、「とは言えない」
「とも言える」「とさえ言える」なども該当するため、ヒット件数は 6530 件に増加する。
４） 「トイッテ（モ）ヨイ」は、「も」がある場合とない場合の両方を代表する形だが、コー
パスでは、「も」を伴わない例の方が多く出現していた。「A 文末用法」の 1216 例
における出現比率は、「イッテヨイ」が 73.3％、「イッテモヨイ」が 26.7％であった。

































































イッテヨイホド」は 204 例、「トイッテモヨイホド」は 28 例で、それぞれ、ホドの
例全体の 87.9％と 12.1％を占める。一方「Ａ 文末用法」における「トイッテヨイ」「ト














大江元貴（2015）「中国語の可能形式 “ 能 ”“ 会 ”“ 可以 ”―「可能」概念を構成する力に着
「トイエル」と「トイッテ（モ）ヨイ」
（ 27 ）
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